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・第30回（10月16日）中間決算仮報告、MF-
Tokyo 2015についてなど
・第31回（12月1日）書面･MF技術大賞の決定と
新入会員承認
・第32回（12月19日）書面・新入会員承認

■企画委員会
・第1回（11月6日）工業会運営規則の見直しなど
■技術委員会
・第4回（12月12日）MFスーパー特自検制度、ISO
国際会議報告など
■ISO/WG1対策委員会
・第26回（12月3日）10月13～16日に独・バルトキ
ルヒで開催の国際会議の結果報告、今後の進め
方について
■ISO/WG12対応チーム委員会
・第10回（10月1日）ISO 14955シリーズのドラフト
作成状況について
・第11回（11月14日）パンチング及びプレスブレー
キの提案内容審議 など
■調査統計委員会
・第2回（12月10日）2015年の受注予想など統計審議

■広報見本市委員会
・第3回（12月4日）MF-Tokyo 2015出展状況報
告、運営について

・（10月13-16日）第9回ISO/WG1国際会議・独　
バルトキルヒ

■MFエコマシン認証審議会
・第27回（12月2日）エコマシン認証審議

■予備審査部会
・第2回（10月2日）応募案件質問事項回答報告と
選考委員会への上申案件の選出
■選考委員会
・（11月26日）MF技術大賞審査

■サービス専門部会
・第5回（11月12日）MFスーパー特自検実施について
■レーザ・プラズマ専門部会
・第3回（11月11日）レーザ加工機のエネルギー測定
法審議 
■鍛造プレス専門部会
・第6回（10月14日）「鍛造プレスとは〈入門編〉」の
全体構成を調整
・第7回（12月9日）「鍛造プレスとは〈入門編〉」の作
成についてレイアウトした冊子で討議、内容を確定

■油圧プレス専門部会
・第9回（11月27日）「簡単な油圧プレスのメンテナ
ンス〈入門編〉（仮称）」の内容調整
■関連機器専業専門部会
・第3回（10月9日）自社生産機器に関する業界動
向について
■ねじ・ばね機械専門部会
・第4回（11月18日）ねじ・ばね業界の動向について
■中部関西地区部会
・（10月7日）島津製作所(京都）工場見学

○2014年10月1日付入会
■パスカル株式会社
代表者　北浦　一郎 取締役社長
会員代表者　石川　敬一 執行役営業部部長
○2014年12月1日付入会
■株式会社 エステーリンク
代表者　斎藤　孝二 代表取締役
会員代表者　斎藤　孝二 代表取締役
■澁谷工業株式会社
代表者　澁谷　弘利 取締役社長　
会員代表者　道本　弘和 執行役員
■ファナック株式会社
代表者　稲葉　善治 代表取締役社長
会員代表者　佐々木　隆夫 執行役員 パワーモー
　　　　　　　　　　　　 ションセールス部長
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一般社団法人 日本鍛圧機械工業会
MF 技術大賞 2014-2015 選考委員会委員長
名古屋大学大学院　工学研究科教授

石川　孝司

良いものはやはり良い
～３回目のＭＦ技術大賞選考委員会を終えて

今回で3回目となるＭＦ技術大賞2014-2015の選

考も無事終了しました。この表彰制度の立ち上げか

ら関わってきましたが、回数を重ねる毎に認知度が

高まってきていると感じます。この賞の募集要項に

委員の名前が載っているためか、3回目ともなると「今

度、応募します」と声を掛けて頂くことも幾度かあり

ました。これは賞自体の広がりと共にチャレンジしよ

うという雰囲気が強くなっている証だと思っています。

今回は、応募の出足が芳しくないと聴いておりました

が、最終的にはこれまでで最多の10件の応募があり

ました。予備審査部会から選考委員会への上申案件

の件数が増え審査も長時間に亘りましたが、そのぶ

ん遣り甲斐があると感じられました。過去の審査結

果を見ても、各委員の評価にばらつきが殆どありませ

ん。これは、良いものはやはり良いということでしょう。

最も、評価にあまりにばらつきがあると、大変なわけ

ですけれども（笑）。今回、審査案件が多い中で安定

した評価がなされたことに一安心しました。

このＭＦ技術大賞の立ち上げに関わる切っ掛け

は、2009年にスタートしたMF-Tokyoでした。それ

までは日本鍛圧機械工業会との繋がりは殆ど無かっ

たのですが、MF-Tokyo 2009で、日本塑性加工学

会が特別協賛として参画し、日本塑性加工学会テク

ニカルセミナーを開催したのが始まりでした。です

ので、この賞の立ち上げ時に声掛けを頂いた時は既

に日鍛工との交流が始まっていましたので、これは

「いい取り組みだな」と素直に思いました。日本塑性

加工学会に籍を置く立場で言うと、塑性加工はやは

り金型と加工機械は必須の関係ですので、日鍛工

と学会とが関係を持つことは、とても意義深いと思っ

ています。金型・プレスを介して加工製品をつくる。

金型自体は、工作機械の進化で速くて良い型が作

られるようになったので、海外で模倣され易くなっ

たと言えますが、その金型の構造であるとか、どの

ようなプロセスで製品にしていくのかが、塑性加工

として日本が守って行かなければならない大切な点

だと思っています。

工学系においては、若手研究者が減少気味であ

ることを危惧していましたが、最近の「革新的新構

造材料等技術開発」などの国のプロジェクトが始動

することで、息を吹き返してきた感があります。先端

と言うよりも基盤技術に近い分野なので、塑性加工

分野も活性化して若干ではありますが若手研究者

が増える傾向にあります。日本の大学では、若手が

博士課程に進まない傾向にあると言えます。企業と

しては学卒・院卒段階で採用して自社で育てるとい

う土壌もありますが、このような国のプロジェクトや

産学連携がもっと活発になれば、若手研究者の活

躍の場や勤め先等の選択肢がもっと増え欧州のよ

うな強固なコンソーシアムが生まれるのではと期待し

ています。そういう点でも工業会と学会が連動でき

るこれまでのこれからの関係を大事にしていきたい

と思っています。

（談）
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　新年明けましておめでとうございます。謹んで新春の
お喜びを申し上げます。昨年は工業会の運営に格別の
ご協力とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。2015年
の年頭にあたり、昨年を振り返り今年を展望したいと
思います。　
　2014暦年の鍛圧機械の受注予想は、当初3,000億
円を見込んでいましたが、上期の終了時点で海外案件
による上積み分も有り受注予想を3,100億円に上方修
正しました。
　主力の自動車向けを始め、建築・土木関連、厨房、
さらに移動体通信等で受注が好調に推移しました。今
後もプレス系機械の堅調な需要が見込まれる地域は
北米や中国に加え自動車の生産国として急成長してい
る東南アジアや中南米の新興国となっており、これに
加え、板金系機械の国内需要が増えることが期待され
ますので2015年暦年の受注金額を3,150億円に予想し
ています。
　国内では、老巧化した生産設備から生産性・エネル
ギー効率の高い最先端設備への入れ替えなどを促進す
る生産性向上設備投資促進策の支援策も有りますが、
海外案件が全体を押し上げる構図に変化はありません。
国内の景気は回復基調にありますが、グローバル市場
で生き残りをかけた成長戦略にいかに取り組んでいくか
ということが業界共通の課題ではないでしょうか。
　日鍛工は、昨年、工業会全体の方向性を示す「鍛圧機
械の産業ビジョン2014」を策定し『ワールドブランドの確
立』をサブテーマとし、次の３つの戦略を提案しました。

　① オンリーワン差別化
　② 海外ハイエンド攻略
　③ 海外ユーザ抱え込み
　これらの戦略を実現することで会員各社の強みを
生かした『ワールドブランド』を確立し、競争力を強化し
ていきたいと思います。日本の鍛圧機械産業が世界を
リードしていくためには、常にチャレンジを続けイノベー
ションを起こし続けることが必要です。
　日鍛工は、その『ワールドブランド』をさらに強いも
のにするために幾つかの取り組みを推進しています。
一つは、「MF技術大賞」に代表される優秀なものづく
り総合技術を世界にアピールする表彰制度です。今回
は、大賞3技術と優秀賞6技術が選ばれました。
　また、今年からスタートする「MFスーパー特定自主
検査（特自検）」制度やプレス機械の安全に関する国際
標準規格の策定も重要な取り組みです。
　さらに日鍛工は、7月15日から18日の4日間、東京ビッ
グサイトで「MF-Tokyo 2015　プレス･板金･フォーミン
グ展」を開催致します。今回の「MF-Tokyo 2015」では、
「塑性加工はロマンか、スマート＆クール鍛圧機械」を
副題としました。世界の視点で捉えた鍛圧機械産業の
『ワールドブランド』を発信する場とし、来場者にとって
魅力ある展示会にすることを狙っています。
　会員各位におかれましてはよい年でありますようご
祈念申し上げると共に益々のご繁栄とご健勝をお祈り
申し上げます。

ダイヤモンド富士

2015年 年頭所感

『ワールドブランド』を確立し
    競争力強化

一般社団法人 日本鍛圧機械工業会　代表理事会長　八木　隆
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　平成２７年の新春を迎え、謹んでお慶び申し上げます。

　アベノミクスが始動して約２年が経ちました。昨年４月の
消費税引き上げの際の駆け込み需要の反動や夏の天候の悪化
などから個人消費を中心に弱さがみられますが、全体として
は緩やかな回復基調が続いています。我が国製造業は、大企
業を中心に業績が改善し、素形材産業の一部でも業績が改善
したといった声も聞かれるなど、景気はリーマン・ショック
や東日本大震災後に比べ、改善しているものと考えられます。

　一方で、急激な円安の進展等によるエネルギー価格や原材
料価格の高騰など、素形材産業にとっては必ずしも順風満帆
とは言えない状況も存在します。また、中長期的にみれば、
少子高齢化社会の下での国内需要や労働力人口の伸び悩み、
ＩＴの進展等による製品そのものや製造技術、ビジネスモデ
ルの変化、新興国をはじめとしたグローバル競争の進展など、
素形材産業を取り巻く課題は山積しています。

　こうした状況を踏まえ、一昨年、「新素形材産業ビジョン」
をとりまとめました。この中では、競争力強化に向けて「世
界で勝てる技術力を持つ」、「仕事の幅を広げて付加価値を高
める」、「魅力的なものづくりの現場で魅力的な人材を育てる」
等素形材産業の目指すべき６つの方向性について提言したと
ころです。今後も、新興国や他の先進国の企業との差別化は
不可欠であり、各企業において、長年にわたって培われた独
自の技術やノウハウをベースに、先端的な技術やアイディア
を融合させながら、グローバル市場の獲得に向け、積極的に
取り組んでいくことが重要となります。「新素形材産業ビジョ
ン」で提言された素形材産業の目指すべき方向性を踏まえつ
つ、本年も、経済産業省としては、引き続き皆様方の課題に
きめ細かく対応し、企業のチャレンジを後押ししてまいりた
いと存じます。

　まず、素形材産業の企業価値を高める取組を支援します。
企業価値を高めるには、差別化された技術力、海外をはじ
めとしたニーズを的確にくみ取り、製品化につなげる力、
良質な品質を維持する力、海外とのコスト競争力などが上
げられます。経済産業省としては、研究開発、設備投資、
試作品開発、販路開拓、事業承継等を支援する各種中小企
業支援施策、設備投資促進税制、研究開発税制、事業再編
促進税制等各種優遇税制措置、省エネ推進などエネルギー
対策、また、産業競争力強化法に基づく企業実証特例制度
などの活用を通じて、企業が自ら価値を高めるような取組
を積極的に支援します。また、各企業が行っている先進的
な取組に関する情報の共有などにも取り組んで行きたいと
思います。さらに、引き続き「素形材産業取引ガイドライン」
の普及啓発を行い、素形材企業関係者及びその取引企業関
係者間の適正な取引の確保及び双方の健全な発展を促しま
す。また、昨年開始した「三次元造型技術を核としたもの
づくり革命プログラム」を強力に推し進め、世界最高水準の
金属加工用３Ｄプリンタの実現に向け、機器開発を進めると
同時に、３Ｄプリンタを活用した付加価値の高いものづくり
手法の開発も進めていきます。

　次にグローバル需要を獲得するための海外展開を支援しま
す。昨年、素形材産業室では、新興国における海外展開の可

能性を調査するため、特に自動車産業の集積が著しいメキシ
コ、インドネシアの２カ国において「素形材産業海外ミッショ
ン」を実施しました。また、本年１月から２月にかけてイン
ド及びインド周辺国、ミャンマーの素形材産業調査を実施す
る予定です。本年は、こうしたミッションや調査の成果を素
形材関連業界内に共有するとともに、これを踏まえて、更な
る充実を図りたいと考えています。また、独立行政法人日本
貿易振興機構（ＪＥＴＲＯ）や独立行政法人中小企業基盤整
備機構の施策なども活用し、アジアや新興国だけでなく、欧
米の先進国も含め、商談機会の提供や海外企業とのマッチン
グなどの支援を推進したいと考えています。

　三番目に素形材産業の人材活用や情報発信の取組を支援し
ます。言うまでもなく、製造業にとって、付加価値の源泉は
「人」です。しかし、少子高齢化社会が進展し、労働力人口
の減少が現実のものとなりつつあります。こうした中、伝え
ていくべき技能は何かを見極めた上で、ＩＴなどを活用して
技術化できる技能は積極的に進めていく、また、女性やシニ
ア人材の力をさらに活かしていくといった取組が重要になっ
てきます。経済産業省といたしましては、昨年来、素形材産
業における人材活用のあり方について調査しており、本年も
引き続いて調査や有識者による議論を行った上で、成果を素
形材関連業界内に発信していきます。また、引き続き、１１
月の素形材月間に合わせて、素形材産業の重要性やものづく
り現場の魅力の発信に努めて参ります。

　我が国は、明治以来、ものづくりを中心に経済が発展し、
また、ものづくりによって社会を変えてきました。資源が少
なく、日本語が通じる市場も国内に限られる我が国において
は、今後もものづくりが経済発展、社会発展の中心にありつ
づけると思います。一方で、ものづくりをとりまく環境は大
きく変化しており、こうした変化に対応しながら、製品、製
造方法、ビジネスモデルを常に変革していく必要があります。
場合によっては、大きな痛みを伴う場合もあるでしょう。し
かし、環境の変化はチャンスでもあります。こうしたチャン
スをつかむための積極的なチャレンジに、経済産業省はしっ
かりと応えていく所存です。

　昨年、私は、素形材関連団体の会合に出席したり、素形材
関連の企業を訪問させて頂き、関係者の皆様と様々な意見交
換をさせていただきました。本年も、現状を具に把握しつつ、
各業界の皆様としっかり議論しながら、各種施策を進めてい
きたいと思います。

　最後に今年一年の皆様の健康とご多幸を、そして我が国素
形材産業のますますの発展を祈念し、新年のご挨拶とさせて
いただきます。

平成２７年元旦

｢企業価値を高める取組支援｣など新素形材産業
ビジョンに沿い重点的に三つの支援策を展開

経済産業省
素形材産業室長

遠山　毅



5 2015年1月会報 METAL FORM



62015年1月会報 METAL FORM



7 2015年1月会報 METAL FORM



82015年1月会報 METAL FORM



9 2015年1月会報 METAL FORM



102015年1月会報 METAL FORM



11 2015年1月会報 METAL FORM



122015年1月会報 METAL FORM



13 2015年1月会報 METAL FORM



142015年1月会報 METAL FORM

　弊社は1978年に橋本ゴム工業（株）システム機器事

業部から、（株）エーエスハシモトとして分離独立し、

1986年に（株）エーエスとして歩みを始めました。

　主に一般産業機器から大型プレスまでの振動制御

のニーズに応じた防振装置と、作業環境の改善に大き

く貢献する防音システムを展開し、数々の実績を積んで

参りました。

　振動・騒音への対策のアプローチは主に二つ挙げら

れ、近隣住宅や施設の居住性、近隣工場の生産環境に

関係する「公害対策」と、騒音・振動による人体への影

響や生産設備の加工精度・耐久性、検査・測定作業な

どに関わる「作業環境対策」に大別されます。

　この二つを対策する為、現地調査・測定・解析・設

計・製作・工事施工・効果測定という一貫したシステム

を構築し、最適なソリューションをご提供しています。

装置の納入後、実際の環境を計測して結果のフィード

バックを繰り返すことにより製品の精度を上げ、独自の

ノウハウを培い、性能は勿論のこと、より良い作業環境

を創造することで多くのお客様にご満足戴ける製品を

送り出してきました。

　また、絞り加工時に使用される「空気ばねダイクッ

ション」のメーカーとしても、永年に亘りプレスメーカー

様に納入して参りました。

　その他、プレス加工時に生じるスクラップをエアーで

自動的に回収して搬送する「アスクロンシューターシス

テム」は、ユーザー様の生産性向上と省力化・自動化、

そして作業環境の美化に寄与しております。

　また、振り子の原理を応用し数多くの実験を経て開

発された「TCR免震装置」は、段積み金型や材料棚な

ど工場内の設備を地震時の転倒から防ぎます。これは

美術品などの文化財やコンピューターサーバー、半導体

製造装置の免震装置としても活用され、地震から人の

命と財産を守っています。

　『快適な生活環境と生産環境を創造する』という経

営理念の元、今後もさらにお客様のニーズに応える装

置をご提供できるよう、研究・開発・改善に取組み、プ

レス加工業界を支える縁の下の力持ちとして努力して

参ります。

コイルばね防振装置 防音装置およびエアー搬送装置
「アスクロンシューター」

01株式会社 エーエス
本社　〒131-0034　東京都墨田区堤通1-18-26
TEL：03-3610-2311
代表者：代表取締役社長　早川　政光
会員代表者：代表取締役社長　早川　政光
代表的な取扱品目：防振装置・防音装置・空気ばねダイクッション・エアー搬送装置・免震装置

新入
会員
紹介
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　キョウシンエンジニアリング（株）は、ダイイングマ

シンを核とした装置やラインを注文に応じて設計、製

造、販売しています。加工自由度の高いダイイングプレ

スの特性を生かしながら、精度の高いプレス加工を行

うことができ、周辺装置と組合わせて最適なプレス加

工ラインを構築できます。

　ダイイングマシンは、プレス駆動部を機械下部に配

置され、クランクシャフトの回転を４本のガイドポスト

を介して、金型を上下させるプレス機械です。600ＫＮ

以下の小型プレスで、金型取付部（ダイスペース）の大

きさによって、シングルクランク式、ダブルクランク式

に分けられます。一般的なプレス機械は、駆動部が上

部にあるのに対し、駆動部が下部にあるダイイングマ

シンは、金型加工部に機械潤滑油が付着する心配が

なく、クリーンルームで使用する加工など油を嫌うプレ

ス加工も安心して行えます。またプレス機械が低重心

となるため安定性が高く、揺れ等が小さい。さらに機

械高さが低いため金型部の監視、保守がし易く作業

性に優れ、機械の圧迫感が小さく接近性にも優れてい

ます。

　４本のガイドポストで加工負荷を受けるため、負荷

時のプレス機械の精度変化が少なく、高精度加工が

可能。また金型設置部に対し四方が解放されている

ため、材料供給の自由度が高く、どの方向からも材料

供給でき、異なる材料を組み合わせプレス加工する

複合加工や、順送金型による高速自動プレス、トラン

スファープレス、組立ラインなどのインラインプレスと

しても使用できます。

　キョウシンエンジニアリング（株）は1978年の設立

以来、一貫してダイイングマシンを手掛けてきた。高速

自動プレス、トランスファープレス、サーボプレスを軸

に、加工物や用途に応じた特殊プレス機及び周辺装

置の設計を一品から行っています。プレス周辺装置以

外の自動機も設計、製造、販売しておりプレス周辺装

置にも自動機設計技術が生かされています。

　プレス周辺装置には、材料送り装置、トランスファー

装置、取出し整列収納機、画像検査装置、巻出巻取

装置など取りそろえ、プレス設計技術力と自動機設計

技術力の融合で、顧客工場の状況や加工物に最も適

した加工が行えるラインが提案できます。また小規模

企業ながら大手企業との取引が多く、きめ細やかさと

迅速な対応と技術力で高評価を頂いています。

 高速自動プレス トランスファープレス

02キョウシンエンジニアリング株式会社
〒520-2152　滋賀県大津市月輪三丁目13番14号
TEL：077-545-8751
代表者：代表取締役社長　清水　敏彦
会員代表者：代表取締役社長　清水　敏彦
代表的な取扱品目：プレス機械及び周辺装置

新入
会員
紹介



162015年1月会報 METAL FORM

　弊社は1967年にプレス加工業として創業後、1970年

にお客様の要望により開発したミス検出器の販売を開

始してから、プレス加工の不良検出や周辺機器に特化

した製品を作り続けてまいりました。主力製品は、カス

上がり検出器ダイハイトデテクタPS-464/462（写真1）

です。業界初となる分解能0.1µmや豊富な機能は、加

工現場のお客様の声に耳を傾け、様 な々問題に対応し

ていく中で生まれました。

　弊社カス上がり検出器は、渦電流方式のセンサーを

利用して主にストリッパープレートとの距離を電圧変

換し、カス上がりの判定基準に用います。多くのお客

様は、カス上がり検出器を使う場合、下死点（センサー

ヘッドとストリッパープレートとの最近接距離）での監

視を行います。しかし、0.1µmの分解能を必要とする非

常に小さいカスは、経験上、下死点では潰されてしまい

変位として現れないことがほとんどです。下死点前の安

定したカス上がりが検出できるタイミングで監視するこ

とが重要です。これに対応するための手法として、PS-

464/462の内部角度タイミング機能（特許取得）は、有

効に活用することができます。また、チョコ停を嫌いカ

ス上がりの判定基準を大きくしている場合があります。

これは、プレスの運転開始直後、ストロークごとの距離

のばらつきが、材料の厚み、油の厚み、装置の温度等

により徐々に変化するからです。PS-464/462には、これ

らのばらつきに対応できる機能も備わっています。

　2013年のMF-TOKYOでPS-464/462の上位機種とし

て発表致しました液晶パネル表示付高精度カス上がり

検出器PS-474（写真2）は、非常に良い評価を頂いてお

ります。PS-464/462との大きな違いは、視認性、操作

性等を向上させるカラー液晶パネルとデータ保存です。

PS-474は、商品名アムスタッドAMSTAD（Analyzer of 

Metal Stamping Die）という名の通り、センサーヘッド

の出力をカラー液晶パネルに表示させることで、様々

な条件下においてカス上がり検出の最適な設定を簡単

に行うことができます。また、約6000万ショットの変位

データを内部に記録し、USBメモリへと取り出すことが

できるので、不具合発生時の解析や現場管理などの

様 な々利用方法が考えられます。

　弊社は、カス上がり検出器だけでなく、ミス検出器、

デジタルカム、箱交換機、塗油装置等、多くの品種を自

社開発製品として取り揃えております。これらの製品開

発・改良を通して、お客様が抱える多くの問題を受け止

めていきたいと考えています。今後とも杉山電機システ

ム（株）をよろしくお願い致します。

写真1　カス上がり検出器ダイハイトデテクタ　PS-464 写真2　液晶パネル表示付高精度カス上がり検出器　PS-474

03杉山電機システム株式会社
〒454-0872　愛知県名古屋市中川区万町611番地
TEL：052-363-0501
代表者：代表取締役社長　杉山　良夫
会員代表者：代表取締役社長　杉山　良夫
代表的な取扱品目：カス上がり検出器、ミス検出器

新入
会員
紹介
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　日刊工業新聞、日経産業新聞、
日本経済新聞、全国紙、一般紙
などに掲載された会員の記事を
抄録して順不同で掲載します。
　今回は、２０１４年９月６日
から２０１４年１２月１０日に
掲載されたものが対象ですが、
決算、人事などの情報は除外し
ています。

   日本鍛圧機械工業会＋共通

○８月の鍛圧機械受注、１１％増の２５３億円－日鍛工まとめ                                                                    
2014/09/17  日刊工業新聞  6ページ  392 文字  PDF 有

○ＪＩＭＴＯＦ　開催概要発表／出展企業８６５社                                                                                        
2014/10/02  日刊産業新聞  3ページ  735 文字

○９月の鍛圧機械受注、４％減の３２０億円－アジア向け落
　ち込む
2014/10/15  日刊工業新聞  8ページ  490 文字  PDF 有 

○１０月の鍛圧機械受注、３％減の２５７億円－輸出の減少
響く
2014/11/11  日刊工業新聞  6ページ  396 文字  PDF

○鍛圧機械工業会、「ＭＦ技術大賞２０１４―１５」選定                                                                         
2014/12/04  日刊自動車新聞  3ページ  1017 文字

○１１月の鍛圧機械受注、９％減２３４億円－国内１７カ月ぶ
　り減
2014/12/10  日刊工業新聞Ｎｅｗｓウェーブ２１7ページ  　531文字

　プレス機械系

■コマツ産機
○遠隔システムを拡充　金沢市のコマツ産機、新たに５カ国
対応
2014/09/26  北國新聞　朝刊  5ページ  281 文字  PDF 有

○コマツ産機、プレス・板金機械の稼働管理サービスの海外対象
　地域を拡大
2014/10/01  日刊工業新聞  9 ページ  411 文字  PDF 有

○コマツ産機／３次元ファイバー加工機開発／加工スピード
２倍超、来月発売

　2014/10/31  鉄鋼新聞  2ページ  516 文字
■アイダエンジニアリング
○アイダエンジ、相模原市に新工場－生産を効率化　　　　
　2014/11/05  日刊工業新聞  7ページ  250 文字  PDF 有
○アイダエンジニアリング、アルミ半凝固鍛造システムを開発
　2014/11/08  日刊自動車新聞  3ページ  435 文字
■エイチアンドエフ
○エイチアンドエフ５０周年　式典、４５０人節目祝う　あわら
2014/10/15  福井新聞  6ページ  449 文字  PDF 有

■小島鐵工所
○《心の譜》小島鉄工所会長　児玉三郎さん　きょうから連載
2014/10/06  上毛新聞  1ページ  281 文字（　～11/4まで計30回連載）

新聞報道
から見た
会員動向

　板金機械系

■アマダ
○アマダ、海外向け投資加速　金属加工機の成長市場シフト
を予測
2014/09/10  日刊自動車新聞  3ページ  585 文字

○アマダ、半導体レーザー（ＤＤＬ）で板金を切断する技術
開発－高出力で板金加工に適用
2014/10/21  日刊工業新聞  1ページ  883 文字  PDF 有

○アマダ、日・独・米にレーザー板金加工の技術拠点－課題と対応
　策を共有
2014/10/23  日刊工業新聞  6ページ  1262 文字  PDF 有

○ファイバーレーザ新商品　アマダ、独で表彰
2014/10/31  日刊産業新聞  2ページ  412 文字

○アジア供給の拠点稼働、アマダ、福島に自動化装置工場。
　板金機械大手のアマダは19日、部品搬送装置など…
2014/11/20  日経産業新聞  12ページ  344 文字  PDF 有

■トルンプ
○独企業が「スマート工場」――欧州電機大手、「工場」輸出狙う。
　独クーカ、工作機械の独トルンプなどもこの分野の対応を…
2014/11/17  日経産業新聞  5 ページ  382 文字  PDF 有

■村田機械
○ＪＩＭＴＯＦ２０１４トップインタビュー（４）村田機械・前
田彰常務
2014/10/20  日刊工業新聞  10ページ  661 文字  PDF 有

　フォーミング機械系・その他

■アイセル
○アイセル、車部品向け異形曲げ加工機を外販
2014/11/21  日刊工業新聞  9 ページ  375 文字  PDF 有

■三起精工
○三起精工、新製品の内覧会
2014/11/13  日刊工業新聞  6ページ  190 文字  PDF 有

■宮﨑機械システム
○宮崎機械システム／下取型束取コイラーなど／独自製品２
種を拡販
2014/11/06  鉄鋼新聞  6ページ  715 文字

○宮崎機械システムの経営戦略／宮崎和昭社長に聞く／技
術力で最高品質追求／世界でオンリーワンの存在へ
2014/11/19  鉄鋼新聞  6ページ  1513 文字

■三菱電機（非会員）
○三菱電機、ＪＩＭＴＯＦ２０１４での受注目標額を１３億円に
2014/11/03  日刊工業新聞  7ページ  144 文字  PDF 有

○三菱電機／名古屋で産機フェア／新ワイヤ放電加工機紹介
2014/12/08  日刊産業新聞  4ページ  808 文字

■ヤマザキマザック（非会員）
○ヤマザキマザック、３Ｄプリンター事業に参入－複合加工機
に金属積層技術機能
2014/10/10  日刊工業新聞  1ページ  491 文字  PDF 有
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ドイツ・EuroBlech 2014訪問記
開催期間：2014年10月21日（火）～10月25日（土）　5日間
開催場所：ドイツ・ハノーバーメッセ会場

　世界最大規模の鍛圧・板金機械の総合展示会として、2年毎にドイツ・ハノーバーメッセ
会場で開催されている。前回の2012年開催に比べ、出展社数は微増するも、来場者数は
前回並みとの主催者発表であったが、開催初日の入場者は少なく感じた。しかしながら、全
世界の鍛圧・板金機械のメジャー展示会の位置付であることに変りない。更にEuroBlech
の位置付けは、各社の最高技術やソリューションを公開する場となっており、今日明日のビジ
ネスだけではなく、中長期ビジョンの製品動向の方向性を示す展示会となっている。
　欧州市場で勝ち抜いていくためには、欧州に根付いた体制と、商品戦略が必要であり、
欧州メーカーの強豪がひしめくEuroBlechでの日系企業のプレゼンスには物足りなさを感じた。
プレス機械はホール27に集中的に展示され、ドイツのSchulerを始め、日鍛工会員ではアイダ、
山田ドビー、榎本機工、AP&Tが出展していた。
　アイダからはイタリア製400ｔサーボプレスの実機を使いデモを行っていた。またドイツ
Schulerからは、中小型機200tのサーボプレスの実機を使いサーボダイレクトによるスライド制
御のメリットを訴求していた。
　板金機械はホール12にアマダが約220小間のブースに、新製品のファイバーレーザを始め、
板金機械の総合メーカーとしてのソリューションを紹介していた。同じくトルンプはホール11に、
ディスクレーザーで8kwの大出力機のデモを含め、負けず劣らずのトータルソリューションを訴
えて活況を呈していた。
　その他、ホール15に村田機械、ホール13に向洋技研、ホール11にコニックが出展していた。

（楠田記）

MF-Tokyo 2015 プレス・板金・フォーミング展
出展申込期限が迫る！2015年2月13日(金)まで

会期 ： ２０１５年７月１５日（水）～１８日（土）
会場 ： 東京ビッグサイト東１～３ホール

（一社）日本鍛圧機械工業会
〒105-0011　東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館3F
TEL.03-3432-4579 FAX.03-3432-4804
E-mail  info@j-fma.or.jp
URL  http://www.j-fma.or.jp

日刊工業新聞社　業務局イベント事業部内
MF-Tokyo 2015（プレス･板金･フォーミング展）事務局
〒103-8548　東京都中央区日本橋小網町14-1
TEL.03-5644-7221  FAX.03-5641-8321
E-mail  j-event@media.nikkan.co.jp
URL  http://www.nikkan.co.jp

MF-Tokyo 2015は、お陰様をもちまして多くのご出展
申込みを頂いております。出展スペースも残りわずかと
なってきました。
お早めにお申し込みください。
最終申込期限：2015年2月13日(金)
（ただし、申込状況によっては、申込期限前でも締め切る
ことがあります。）

日鍛工会員のご出展申込み･お問い合わせ先

会員でない企業のご出展申込み･お問い合わせ先




